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付属資料４ XML 文書作成における留意点 
 

XML文書の作成にあたっての留意点を以下に示す。 
 

 XML文書における文字セットは、「8-2 使用文字」によるものとする。 

 XML文書の文字符号化方式は、XML文書の標準符号化方式であるUnicode形式のUTF-16、ま

たはUTF-8を基本とすべきであるが、コンピュータシステムの現状を鑑み、当面はShift_JISと

する。 

 提出するXML文書には、DTDを埋め込む方式をとらず、外部ファイル参照方式を採用する。 

 XMLの予約文字（JIS X 0201（ラテン文字用図形文字）の不等号（より小）（<）、不等号（よ

り大）（>）、アンパサンド（&）、アポストロフィー（’）、引用符（”））については、実体

参照を用いることで使用することができる。以下に実体参照を示す。 
 
 
 

表付 4-1 実体参照 

記号 実体参照 

” &quot; 

＆ &amp; 

’ &apos; 

＜ &lt; 

＞ &gt; 

 

 XML文書の作成は、「JIS X 4159:2005 拡張可能なマーク付け言語(XML)1.0」、を参照するこ

と。 
 
 


